
家
の
樹
勢
診
断
を
受
け
、
根
の
生
育

環
境
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
年
の
7
月
6
・
7
日
に
、「
清

田
の
大
ク
ス
愛
好
会
」会
員
ら
の
手
で

根
元
付
近
の
土
を
掘
り
返
し
て
ス
ス

キ
や
落
葉
な
ど
を
混
ぜ
、
空
気
や
水

分
が
十
分
に
ゆ
き
渡
る
よ
う
に
土
壌

改
良
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

文
化
財
は
、
先
人
た
ち
が
遺
し
て

く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
す
。
過
去
か

ら
継
承
さ
れ
た
文
化
財
を
未
来
へ
引

き
続
き
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
文
化

財
な
ど
を
見
学
・
鑑
賞
す
る
際
は
、

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
禁
止
」「
火
気
厳

禁
」な
ど
の
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

市
内
に
あ
る
文
化
財
は
何
件
？

市
に
は
、
現
在
120
件
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。

・
国
指
定
文
化
財　
　
　
　

8
件

・
国
登
録
文
化
財　
　
　
　

1
件

・
県
指
定
文
化
財　
　
　
　

7
件

・
市
指
定
文
化
財　
　
　
　

104
件

　

こ
の
数
は
所
有
者
や
所
在
地
の
変

更
な
ど
で
も
変
わ
り
ま
す
が
、
時
に
は

滅
失
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
内

一
の
大
樹
だ
っ
た「
長
存
寺
の
マ
ツ
」

〔
市
指
定
天
然
記
念
物
〕は
枯
死
の
た

め
、
指
定
解
除
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
文
化
財
っ
て
何
？

戦
後
、
急
速
な
都
市
化
が
進
む
一

方
、
近
代
以
降
に
誕
生
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
建
造
物
が
、
十
分
に
そ
の
価
値

を
認
め
ら
れ
る
前
に
取
り
壊
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
文
化
財
指
定
よ
り
も
規
制

が
緩
や
か（
建
造
物
の
外
観
を
保
存
し

内
部
は
改
装
し
て
活
用
な
ど
）な「
文

化
財
登
録
制
度
」が
平
成
8
年
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
建
造
物
の
み
で
し
た
が
、
平

成
16
年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
現
在
は

次
の
も
の
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

・
登
録
有
形
文
化
財（
美
術
品
）

・ 

登
録
記
念
物（
遺
跡
・
名
勝
地
・
動

植
物
な
ど
）

蒲
郡
市
に
も
登
録
文
化
財
は
あ
る
？

平
成
19
年
度
に「
三
谷
町
北
区
山
車

蔵
」が
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
に
あ

る
唯
一
の
登
録
文
化
財
で
す
。

　

こ
の
山
車
蔵
は
、
大
正
10
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
レ
ン
ガ
造
平
屋
建
、

瓦か
わ
ら
ぶ
き葺

で
す
。
正
面
の
ア
ー
チ
状
の
両
開

扉
か
ら
山
車
を
出
し
入
れ
す
る
の
で
、

そ
の
高
さ
は
お
よ
そ
6
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
ま
す
。
レ
ン
ガ
造
の
山
車
蔵
は
数

が
少
な
く
、
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で

な
い
こ
と
か
ら
、
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
を
大
切
に

中
部
地
方
の
代
表
的
な
ク
ス
の
巨

木「
清
田
の
大
ク
ス
」（
国
指
定
文
化

財
／
天
然
記
念
物
）は
、
樹
木
の
専
門

文化財保護強調週間
11月1日～7日

　昭和24年に奈良法隆寺の金堂が火災に見舞われ、壁画が
失われました。これを契機に、貴重な財産を守ろうと翌25
年に「文化財保護法」が制定されました。
　さらに昭和29年に法隆寺金堂が修復され、竣工したのを
きっかけとして定められたのが「文化財保護強調週間」です。

三谷町北区山車蔵〔登録文化財〕

土壌改良に取り組む「清田の大クス愛好会」の皆さん

博物館 ☎68◆1881
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